
小
豆
沢
病
院
の
ケ
ア
マ

ネ
室
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
阪
野
か
お
る
さ
ん
に

実
状
を
聞
き
ま
し
た
。

八
九
歳
の
女
性
・
認
知

症
あ
り
。
要
介
護
二
が
要

支
援
一
に
。
夫
と
二
人
暮

ら
し
。
そ
れ
ま
で
ヘ
ル
パ

ー
（
訪
問
介
護
）
を
二
時

間
・
週
四
回
の
利
用
で
き

た
も
の
が
一
・
五
時
間
・

週
二
回
に
減
っ
て
し
ま
っ

た
。
週
三
回
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
を
一
回
に
。
通
所
リ

ハ
ビ
リ
は
集
団
で
の
刺
激

も
あ
り
、
活
発
に
生
活
し

て
い
る
。
し
か
し
、
在
宅

の
生
活
は
ボ
ー
ッ
と
過
ご

す
こ
と
が
多
い
と
夫
は
言

っ
て
い
ま
す
。
訪
問
介
護

で
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動

作
を
ヘ
ル
パ
ー
の
援
助
で

で
き
て
い
た
が
、
訪
問
介

護
の
時
間
が
減
っ
た
こ

と
、
介
護
す
る
の
が
高
齢

の
夫
と
い
う
こ
と
も
あ
り

う
ま
く
い
か
な
い
実
状
。

そ
れ
ま
で
に
利
用
し
て
い

た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短

期
入
所
）
も
自
己
負
担
に

な
る
の
で
利
用
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
更
新
調
査

の
際
、
認
知
症
の
方
は
、

往
々
に
し
て
は
り
き
っ
て

し
ま
い
、
介
護
度
が
軽
く

な
る
。
認
定
結
果
に
不
服

の
娘
さ
ん
が
介
護
保
険
課

に
抗
議
し
た
が
「
制
度
改

定
で
ど
う
し
よ
う
も
な

い
」
と
冷
た
い
返
事
だ
っ

た
。一
人
で
外
出
で
き
ず
、

先
日
再
度
、
認
定
申
請
を

行
な
い
結
果
待
ち
。

八
〇
歳
女
性
一
人
暮
ら

し
。
要
介
護
一
が
要
支
援

一
に
変
更
。
訪
問
介
護
は

週
三
回
二
時
間
が
週
二
回

一
・
五
時
間
に
。
膝
が
悪

く
、病
院
へ
の
通
院
に
は
、

普
段
利
用
し
て
い
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
さ
ん
の
好
意
で
車

の
送
迎
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。改

悪
の
ね
ら
い

介
護
保
険
が
改
悪
さ

れ
、
四
月
か
ら
新
た
に
予

防
給
付
が
加
わ
り
、
要
支

援
認
定
の
利
用
者
が
要
支

援
一
、
要
支
援
二
に
細
分

化
さ
れ
ま
し
た
。
要
支
援

の
方
の
介
護
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
作
成
し
予
防
介

護
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

六
年
目
の
介
護
保
険
制

度
で
す
が
、
今
回
の
改
定

で
制
度
を
利
用
す
る
事
が

で
き
な
い
状
況
が
起
き
て

い
ま
す
。
改
悪
の
ね
ら
い

は
、
国
民
に
負
担
を
押
し

つ
け
国
の
支
出
を
削
減
す

る
こ
と
で
す
。

今
ま
で
は
、
介
護
度
に

関
係
な
く
そ
の
必
要
性
に

よ
っ
て
介
護
ベ
ッ
ド
や
車

椅
子
を
利
用
で
き
ま
し
た

が
、
介
護
度
に
よ
り
、
制

限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
以
前
は
ベ
ッ
ド
利

用
の
料
金
（
一
割
負
担
）

は
千
五
百
円
で
し
た
。
し

か
し
、
軽
度
の
方
は
使
え

な
く
な
る
の
で
、
外
さ
れ

て
し
ま
い
自
費
料
金
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
料
金

は
三
千
円
台
が
相
場
の
よ

う
で
す
の
で
、
利
用
者
は

二
倍
の
負
担
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
貸
与
業
者
に

と
っ
て
も
痛
手
で
、
そ
れ

ま
で
一
万
五
千
円
の
収
入

が
三
千
円
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

先
の
例
の
よ
う
に
不
便

を
強
い
ら
れ
て
い
る
利
用

者
さ
ん
が
増
え
て
い
る

中
、
改
善
の
運
動
を
強
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

練
馬
第
一
診
療
所
で

は
、
健
康
文
化
会
の
事
業

所
と
し
て
は
初
め
て
、
電

子
カ
ル
テ
を
導
入
し
ま
し

た
。厚

生
労
働
省
は
五
年
前

に
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
目

標
を
決
め
、
医
療
の
Ｉ
Ｔ

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

在
の
普
及
率
は
病
院
で
一

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
診

療
所
で
二
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
（
〇
五
年
七
月
現
在
）

と
な
っ
て
お
り
、
電
子
カ

ル
テ
時
代
は
到
来
し
て
い

ま
す
。

省
力
化
と
内
容
の
正
確
さ
を
求
め

現
代
医
療
は
医
師
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
職
種
が

複
雑
に
関
わ
り
あ
い
診
療

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
職
種
へ
の
指
示
や
情

報
伝
達
は
、
カ
ル
テ
を
も

と
に
し
て
発
生
し
、
最
終

的
に
カ
ル
テ
に
集
約
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。紙
の
カ
ル
テ
の
場
合
、

一
度
カ
ル
テ
に
記
載
し
た

情
報
を
、
検
査
伝
票
へ
の

書
き
写
し
や
結
果
を
再
び

記
載
す
る
な
ど
、
同
じ
内

容
を
何
度
も
記
載
す
る
手

間
が
多
く
あ
り
、
と
き
に

転
記
ミ
ス
が
起
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
一
度
書
い

た
内
容
を
正
確
に
、
か
つ

何
度
も
利
用
で
き
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
伝

達
が
、
医
師
と
各
職
種
の

業
務
を
改
善
し
、
業
務
の

省
力
化
を
図
る
上
で
有
効

と
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

受
付
か
ら
診
察
の
終
了
ま

で
オ
ー
ダ
ー
や
デ
ー
タ
ー

を
瞬
時
に
や
り
と
り
す
る

こ
と
で
、
紙
カ
ル
テ
や
伝

票
類
の
運
搬
作
業
が
な
く

な
り
、
各
種
検
査
や
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
採
血
、
窓
口
会

計
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
流

れ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
待
ち
時
間
の
短
縮
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

省
力
化
で
得
ら
れ
た
マ

ン
パ
ワ
ー
は
、
患
者
さ
ん

や
地
域
の
人
々
の
要
求
に

応
え
る
医
療
活
動
等
を
進

め
る
こ
と
に
振
り
向
け
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
「
権
利
と
し
て
の

カ
ル
テ
開
示
」
や
「
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

（
説
明
と
納
得
の
医
療
）」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
電
子
カ
ル
テ
で
は
そ

の
点
で
も
有
用
で
す
。
患

者
さ
ん
の
目
の
前
で
作
成

さ
れ
る
電
子
カ
ル
テ
で

は
、
画
面
を
通
じ
て
診
療

情
報
が
提
供
で
き
る
場
面

が
増
え
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
薬
の
写
真
を
画
面
表

示
し
て
、
形
状
や
飲
み
方

の
説
明
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
取
組
み
で
、

医
療
が
患
者
さ
ん
と
医
療

者
の
共
同
の
営
み
と
な

り
、
満
足
し
て
頂
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
導
入
か
ら
二
カ
月
、

初
め
は
少
し
混
乱
も
あ
り

ま
し
た
が
、
職
員
も
大
分

慣
れ
、
落
着
い
て
き
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
も
画
面
を

見
な
が
ら
、
積
極
的
に
質

問
を
す
る
な
ど
関
心
も
高

ま
っ
て
お
り
、
概
ね
、
電

子
カ
ル
テ
の
導
入
は
歓
迎

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
改
善
し
な
が
ら
進

め
た
い
」
と
練
馬
第
一
診

療
所
・
立
川
事
務
長
は
話

し
ま
す
。
健
康
文
化
会
の

他
の
診
療
所
や
小
豆
沢
病

院
で
も
電
子
カ
ル
テ
導
入

の
た
め
の
準
備
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

患者さんの情報の共有と納得の医療へむけて

一
回
だ
け
の
受
診
の
感
想
で
す
。

先
生
が
、
一
生
懸
命
画
面
を
見
つ
め
て

打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
、
従
来
の
よ

う
に
話
し
か
け
る
の
は
控
え
気
味
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
余
裕
が
で
き
て
く
れ
ば

各
自
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
よ
り
科
学

的
に
分
析
、
診
断
し
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
事
務
処
理
上
も
次
回
の
予
約

や
処
方
箋
の
発
行
、
会
計
業
務
へ
の
連
動

な
ど
、
時
間
が
短
縮
で
き
る
の
で
は
…
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

急
病
で
小
豆
沢
病
院
に
か
か
る
時
、
診

療
所
と
小
豆
沢
病
院
が
情
報
を
共
有
、
連

動
で
き
、
民
医
連
の
機
能
を
発
揮
し
て
も

ら
え
る
と
心
強
く
思
い
ま
す
。

発行：東京民主医療機関連合会
北中ブロック城北地域診療圏協議会

編集：医療と健康のひろば編集委員会

〒１７４―８５０２ 東京都板橋区小豆沢１―６―８
健康文化会内

電話０３―５９９４―０２７１
ファックス同上（自動切替）

２００６年９月 第８７号

９月末から臨時国会が開催。日本の未
来を左右する「教育基本法改悪や国民
投票法案」などの成立を与党はねらっ
ています。
世論を急速に広げ、反撃しましょう。

介介
護護
保保
険険
のの
改改
悪悪
でで

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
制
限
が

介介
護護
保保
険険
のの
改改
悪悪
でで

７月
から 電子カルテを導入患

者
さ
ん
と

共
有
す
る
医
療
を

診察を受けられた患者さんからの感想をご紹介します。

わ
か
り
や
す
い
医
療
を
期
待

練
馬
第
一
診
療
所
健
康
友
の
会

佐
藤

廣
士

軽
度
に
認
定
さ
れ
制
限
さ
れ
た
利
用
者
さ
ん

練馬第一診療所

サービスが制限さ
れ、利用者さんは大
変と阪野さん

誰
で
も
安
心
で
き
る
介
護
保
険
制
度
に
。
小
豆
沢
病
院
デ

イ
ケ
ア
の
夏
ま
つ
り（
本
文
と
は
直
接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

（１） 第８７号 ２００６年９月医 療 と 健 康 の ひ ろ ば
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あずさわ福祉本舗
安心して住み続けられるまちづくりを応援します。

お気軽にご相談ください。

�福祉用具レンタルと販売・住宅改修の相談
住所 板橋区坂下１―１２―２１

ユニオン企画ビル３階

�０３（５９１４）３５０５ ファックス０３（５９１４）３５０６

休診、変更の場合があり
ます。電話又は受付でご
確認下さい。

土（午前のみ）

中村・大坂
小川・大木
＊中村・大木
は隔週
大坂（第２・４）
小川（第１・３）

神経内科 等
（予約）

関根
篠田第２・４週

山崎（第１・第３）
輪番医
（第２、第４）
藤城（巻き爪外来・第２）

阿江
（骨腫瘍）

城島（胃）

金

青柳・大坂

井上

奥西
新井（循環器）

中村２時半より
井上（禁煙・ＳＡＳ）

大坂
山口（アレルギー）

篠田

篠田

藤城

平塚
（一般）

安間（２時半開始）

矢野

矢崎

楠本

受付 午前８：３０～１２：００（診療開始９：００）
時間 午後１：００～４：００（診療開始１：３０）

夜間４：３０～７：００（診療開始５：００）

木

石川・楠本
橋詰（初診）

矢田

田口（再診のみ）
井上博睦

中村
青柳（糖尿病）

中村・小川

萩原

坂本（２時半開始）

大久保

大木

小川・大木

診療体制表（２００６年９月）

水

井上・榎本
坂本（初診）

石川
大木

篠田

成瀬・花岡

土谷
（一般）

加藤

大坂

火

小川・佐川
稲元（１０／３まで）

大坂元久

中村・井上

篠田

篠田（乳児検診）

林
（９時３０分開始）

難波

救急指定病院
�０３―３９６６―８４１１

板橋区小豆沢１―６―８

月

井上・大木
橋詰（初診）

中川

石川（４時開始）
楠本

篠田

篠田（予防接種）

篠田

一瀬
（９月に終了）

坂井
（一般脊椎）

芹沢

須田（２時半開始）

冲永

楠本

楠本

小豆沢病院

診 療 科 目

一般

予約

一般

予約

一般

午前
（受付１１時半迄）

午後

夕方
（４～６時）

午前

午前
（受付１１時半迄）

午後

午前（受付１１時半まで）
午後（受付５時まで）

午前
（受付１１時半迄）

午後
（受付１時～４時）

午前（胃）

午後（大腸）

午前

午後

夜間

内

科

小

児

科

外

科

整
形
外
科
皮
膚
科

眼

科

泌尿
器科

内
視
鏡

診療科目
内科
整形外科
訪問診療

土

奈倉

＊火曜日午前胃レントゲン、超音波検査可能 石川医師第３週のみ

金

若松

芹沢
（整形外科）

受付時間
午前８：４５～１１：４５
午後２：００～４：４５
夜間５：００～６：４５

木

高橋

水

奈倉

練馬第二診療所
練馬区練馬１―６―１６
�０３―３９９１―４６７０

火

西原
石川

芹沢
（整形外科）

月

奈倉

小川
３：００～

小川

午前

午後

夜間

�０３―３５５８―１０７９（本部）

高島通り薬局

５９２１―１４８０
９：００
５：００
７：３０
１：００
７：３０
５：００
１２：４５

けやき薬局

３９９１―５８８５
９：００
７：００
５：００
１２：５０
５：００
５：００
１２：５０

平和台薬局

３９３１―６１７２
９：００
７：３０
７：３０
１：００
７：３０
５：００
１：００

志村薬局

３９６６―０６８０
９：００
６：００
５：００
６：００
７：００
６：００
１：００

ユニオン企画

みどり薬局

３５５８―７９９３
９：００
７：３０
５：３０
４：３０
７：３０
７：３０
１：００

�
開始時間

月
火
水
木
金
土

終
了
時
間
・
午
後

●小豆沢病院訪問看護ステーション
板橋区小豆沢１―６―８

TEL ０３―３９６８―７０１１
●蓮根訪問看護ステーション福寿草
板橋区坂下２―１１―３―１０１

TEL ０３―５３９２―４５２２
●赤塚訪問看護ステーションてまり
板橋区赤塚３―１９―１

TEL ０３―３９７９―７９７９
●練馬訪問看護ステーションふれあい
練馬区早宮２―２０―２５グリーンヒル
マンション１階 TEL ０３―５９２１―０８７７

●豊島園通り訪問看護ステーションかたくり
練馬区練馬４―１２―１７―３０２

TEL ０３―５９９９―６７８０
●桐ヶ丘訪問看護ステーションなでしこ
北区赤羽北３―８―７

TEL ０３―３９０７―０６３３
●高島平診療所訪問看護ステーション
板橋区高島平８―１―１

TEL ０３―３９３２―９８５７
●あずさわヘルパーステーションえがお
板橋区小豆沢１―９―１９

TEL ０３―５９１５―６３６０
●練馬ヘルパーステーションえがお
練馬区平和台４―２０―１６

TEL ０３―３９３７―７３５１
●高島平ヘルパーステーションえがお
板橋区高島平８―１―１

TEL ０３―５９２１―２５５０
●介護老人保健施設 志村さつき苑
板橋区坂下３―７―６

TEL ０３―５９７０―３３５８

小豆沢病院
付属 本蓮沼診療所（訪問診療）

土金

石川

成瀬

木

山崎
（２・４週）

矢田

水

板橋区小豆沢１―７―７
�０３―３９６０―４８３７

火

井上

石川
（１週）

月

石川
花岡

成瀬

午前

午後

患者さんと家族のみなさんへ
健康文化会では職員への金品など贈り物は
固くおことわりしています。
会の発展のためにご協力をいただける方に
は「友の会」へのご入会や協力基金・無利息
債等へのご協力をお願いしております。

診療科目
内科、外科
小児科
訪問診療

土

田口

＊胃レントゲン、超音波検査可能 ・訪問診療可能

診療科目
内科
訪問診療

土

成瀬

＊前立腺検診、超音波検査可能 ・訪問診療可能

診療科目
内科、小児科
外科、整形外科
訪問診療

土

佐藤
（内科・外科
・整形）
五十嵐
（内科）

＊定期往診日：火曜日午後・金曜日午前 ＊往診・訪問看護・介護保険気軽にご相談
ください。 ＊デイケア：月曜日・火曜日・木曜日・金曜日１０時～１５時

診療科目
内科
整形外科
訪問診療

土

菰池
（内科）

＊超音波検査可能 ・訪問診療可能
＊１）第４週のみ ＊２）肝臓外来・第４週のみ（５週ある場合は第５週）

予約制です。事前に
お電話下さい。

土

矢野・依田
柏木
仲田（隔週）
稲葉 ＊

＊歯科の訪問診療を行っています。 ☆水曜午後は第２・４のみです。
＊都合により医師体制がかわる場合があります。

受付時間
午前８：４５～１２：００
午後１：４５～５：００
夜間４：４５～７：００

金

田口

小川（弘）
２：００～５：００
田口
（往診）

金

橋詰

高亀

金

小川（内科）
山崎

（内科・外科）
（往診）
デイケア

佐藤（内科・
外科・整形）
横山

（小児科）

金

野口
（内科）
鹿戸
（内科）

岩間
（内科）
川杉
（内科）

金

矢ヶ崎
仲田
矢野（往診）

依田・柏木
仲田
矢野（往診）

依田・柏木

受付時間
午前９：００～１２：００
午後２：００～５：００
２：３０～５：００

夜間５：００～７：００

受付時間
午前８：４５～１２：００
午後１：４５～４：３０
夜間４：４５～７：３０

受付時間
午前９：００～１２：００
午後２：００～４：３０
夜間６：００～７：３０

木

田口

森川
３：００～
田口
（往診）
森川
～７：００

木

水口

橋詰

木

井上
（内科）
小川（月２回）
（胃内視鏡）
デイケア

芹沢（整形
外科・内科）
（往診）

山崎（内科・
外科・整形）

木

鹿戸
（内科予約）
松井１０：００～
（内科）

島村
（内科）

木

矢野・柏木
仲田
依田（往診）

矢野・柏木
仲田
依田（往診）

下赤塚診療所
板橋区赤塚２―９―４ MAISON Y・K１階
�０３－３９７９－６３６１

受付時間
午前９：００～１２：００
午後１：３０～４：００
夜間４：３０～７：００

水

田口

田口
（往診）

水

菅原

水
山崎

（内科・外科）
板倉（内科）
高見沢
（小児科）
１１：３０まで

水

川杉
（内科）

水

依田・柏木
矢野（第３・５）
吉田

矢野・依田
柏木

坂下診療所
板橋区坂下１―１２―２０
�０３－３９６６－３３４９

小豆沢病院附属

高島平診療所
板橋区高島平８―１―１
�０３－３９３２－３３９４ FAX３９３２－３３９９

桐ヶ丘団地診療所
北区赤羽台３―１７
�０３－３９０７－２０２９

火

矢野

堤
２：３０～５：００

火

橋詰

高亀

火

山崎
（内科・外科）
佐藤（内科・
外科・整形）

デイケア

佐藤（内科・
外科・整形）
石川（内科）
第２火曜のみ
（往診）
小川
（内科）
５：３０～７：３０

火

梶田
（内科）
石川＊２

大木
（内科）

火

依田・柏木
矢ヶ崎・吉
田 ＊

矢野・依田
柏木・吉田

矢野・仲田
＊

小豆沢歯科
板橋区小豆沢１―９―１４
�０３－３９６８－４３２０

月

田口

青柳
２：３０～５：００
田口
（往診）

月

成瀬

奥平

奥平

月

山崎
（内科・外科）
相磯
（内科）
デイケア

山崎
（内科・外科
・整形）
（小児科）

月

鷹野
（内科）
芹沢

（整形外科）
栄養指導＊１
鹿戸（内科予約）
岩間（内科）

岩間（内科）

月

矢野
矢ヶ崎（第２・４）
稲葉

矢野・依田
柏木・稲葉

依田・柏木

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

診療科目
内科
小児科
訪問診療

土

今

熊谷

＊レントゲン・胃内視鏡・超音波検査可能 ・訪問診療可能

金

矢田所長
加藤（胃内視鏡）

湯本
２：００～
４：３０まで

受付時間
午前８：３０～１２：３０
午後２：３０～５：００
夜間５：００～７：００

木

奥平

佐藤

板倉
石毛

山下

板倉
石毛

水

矢田所長

練馬第一診療所
練馬区平和台４―２０―１６
�０３―３９３３―８９５７

火

菱木

青柳（予約）
矢田所長

青柳

月

矢田所長
永江

山下

矢田所長

矢田所長

内科
８：３０～
１２：３０
小児科
８：３０～
１２：００
整形外科
８：３０～
１１：３０
内科
２：３０～
５：００
小児科
２：３０～
５：００
内科
５：００～
７：００

午
前

午
後

夜
間

２００６年９月 第８７号 （４）医 療 と 健 康 の ひ ろ ば
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こ
ん
に
ち
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
城
北
地
域
福
祉
サ
ー
ビ

ス
協
会
（
以
下
協
会
と
称

す
）
で
す
。
こ
の
協
会
は

一
九
九
九
年
三
月
に
成
立

し
た
「
特
定
非
営
利
活
動

促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
」

に
基
づ
き
、
介
護
保
険
事

業
を
中
心
的
に
扱
う
主
体

法
人
と
し
て
同
年
九
月
三

十
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

具
体
的
計
画
と
し
て
、
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
や
助
け

合
い（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）、

配
色
サ
ー
ビ
ス
な
ど
共
同

組
織
と
協
力
し
な
が
ら
事

業
展
開
を
目
指
し
て
き
ま

し
た
。

こ
の
六
年
間
の
活
動

は
、
健
康
文
化
会
の
各
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
介
護

保
険
制
度
で
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
い
方
や
サ
ー

ビ
ス
が
足
り
な
い
方
の
要

望
に
応
え
る
ヘ
ル
パ
ー
支

援
事
業
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
。

介
護
保
険
制
度
が
改
悪

さ
れ
、
協
会
の
役
割
が
益

々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
度
よ
り
さ
ら

に
一
層
の
活
動
・
事
業
展

開
が
求
め
ら
れ
、
基
本
的

な
事
業
と
し
て
「
訪
問
介

護
事
業
」
「
居
宅
介
護
支

援
事
業
」
「
介
護
予
防
事

業
」
を
中
心
に
し
、
『
坂

下
ケ
ア
プ
ラ
ン
サ
ー
ビ

ス
』
を
七
月
一
日
に
開
設

し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
無

料
介
護
相
談
な
ど
地
域
の

方
の
要
求
に
応
え
る
活
動

も
展
開
す
る
考
え
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
援
助
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

志
村
薬
局

薬
剤
師

中
島
房
代

西
洋
医
学
で
は
、
風
邪

を
引
く
と
誰
も
が
同
じ
よ

う
な
薬
を
飲
む
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
漢
方
で
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
薬
を
飲
み

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
薬
を

使
う
か
の
判
断
は
、
患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
体
質

や
体
力
、
症
状
を
診
て
決

め
ま
す
。
こ
う
し
た
個
人

差
を
「
証
（
し
ょ
う
）
」

と
い
い
ま
す
。
知
人
が
あ

の
薬
で
治
っ
た
か
ら
自
分

も
と
「
証
」
に
合
っ
て
い

な
い
薬
を
飲
む
と
、
場
合

に
よ
っ
て
は
病
状
を
悪
化

さ
せ
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

漢
方
薬
は
自
分
だ
け
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
な
薬
と
も
い

え
ま
す
。

漢
方
薬
が
保
険
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

二
十
年
以
上
に
な
り
、
漢

方
を
扱
う
医
師
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
保
険
で
漢
方

を
服
用
し
た
い
時
は
医
師

か
ら
の
処
方
箋
が
必
要
で

す
の
で
、
漢
方
薬
を
出
し

て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
、

医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。漢

方
薬

は
、
伝
統

的
に
煎
じ

て
飲
み
ま

す
が
、
健

康
保
険
で

は
多
く
の

場
合
エ
キ

ス
化
し
た
製
剤
が
使
わ
れ

ま
す
。
配
合
さ
れ
た
生
薬

か
ら
煎
じ
液
を
出
し
、
水

分
を
取
り
除
い
て
錠
剤
、

顆
粒
又
は
粉
薬
に
し
ま

す
。
エ
キ
ス
製
剤
で
は
な

く
、
ど
う
し
て
も
煎
じ
液

で
服
用
し
た
い
と
い
う
方

も
原
則
と
し
て
保
険
の
適

用
が
で
き
ま
す
。し
か
し
、

一
般
的
に
は
エ
キ
ス
製
剤

を
使
う
医
師
が
多
く
、
生

薬
を
加
減
し
な
が
ら
処
方

箋
を
書
く
医
師
が
非
常
に

少
な
い
こ
と
や
生
薬
を
調

合
で
き
る
薬
局
が
少
な
い

た
め
非
常
に
難
し
い
よ
う

で
す
。

自
分
に
合
っ
た
漢
方
薬

を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、

専
門
医
に
診
断
し
て
も
ら

う
の
も
良
い
方
法
で
し
ょ

う
。

・ＮＰＯ城北地域福祉サービス協会
・ＮＰＯ坂下ケアプランサービス
住所

板橋区坂下１―１２―２１
ユニオン企画ビル２階

電話 ０３（６９０４）７６２０

毎
年
暑
い
夏
を
迎
え
る

と
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
、
そ
し
て
終
戦
記
念
日

な
ど
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ

た
人
々
の
霊
を
弔
い
、
二

度
と
戦
争
の
惨
禍
の
無
い

世
界
を
創
ろ
う
と
誓
う
行

事
が
全
国
で
行
な
わ
れ
ま

す
。小

豆
沢
病
院
健
康
友
の

会
は
「
平
和
を
守
り
育
て

る
」
こ
と
を
活
動
の
柱
に

据
え
て
運
動
し
て
い
る
立

場
か
ら
、
地
域
の
い
ろ
い

ろ
な
平
和
を
求
め
る
運
動

に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昨
年
ま
で
十

年
以
上
続
け
て
地
域
の
皆

さ
ん
の
募
金
で
原
水
禁
大

会
に
代
表
を
送
っ
て
き
ま

し
た
。

平
和
を
か
た
る
夕
べ
は

「
原
水
禁
世
界
大
会
に
代

表
を
送
る
だ
け
で
私
た
ち

の
平
和
を
求
め
る
夏
の
運

動
を
終
わ
り
に
し
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う

こ
と
か
ら
、
五
年
前
の
七

月
に
講
師
を
招
い
て
平
和

に
関
す
る
学
習
会
を
開

き
、
懐
か
し
の
（
忌
ま
わ

し
き
？
）
す
い
と
ん
を
食

べ
な
が
ら
、
参
加
者
が
平

和
へ
の
想
い
を
熱
く
語
っ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

回
を
重
ね
て
今
回
で
五

回
目
。

七
月
二
十
八
日
、
志
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

森
田
進
氏
（
恵
泉
女
学
園

大
学
教
授
・
詩
人
）に「
教

育
基
本
法
と
日
本
国
憲

法
」
を
テ
ー
マ
に
平
和
で

あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
戦
中
・
戦
後
に
食
べ

た
も
の
と
は
具
材
も
味
も

格
段
と
違
う
美
味
し
い
す

い
と
ん
に
、
参
加
者
全
員

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
平

和
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
の
意
味
を
か
み
し
め

ま
し
た
。

「
美
し
い
地
球
か
ら
核

兵
器
の
廃
絶
を
」
の
願
い

を
こ
め
た
バ
ザ
ー
が
診
療

所
の
待
合
室
と
玄
関
前
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
六
月

か
ら
友
の
会
員
や
患
者
さ

ん
、
地
域
の
方
に
バ
ザ
ー

用
品
の
提
供
を
お
願
い

し
、
新
品
同

様
の
テ
レ

ビ
、シ
ー
ツ
、

タ
オ
ル
、
衣

類
、
食
品
な

ど
た
く
さ
ん

の
方
に
協
力

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

当
日
は
例

年
に
な
い
梅

雨
空
の
下
で

の
バ
ザ
ー
で

し
た
が
、
診

療
所
職
員
、
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
え
が
お
の
ス

タ
ッ
フ
友
の
会
会
員
の
熱

意
に
、
雨
は
降
参
し
た
よ

う
で
し
た
。
新
品
の
テ
レ

ビ
が
五
千
円
。
「
安
い
わ

！
子
ど
も
の
三
輪
車
も
ほ

し
か
っ
た
よ
！
」
と
大
盛

況
で
し
た
。
え
が
お
喫
茶

室
の
コ
ー
ヒ
ー
、ケ
ー
キ
、

し
る
こ
、
ク
ッ
キ
ー
、
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の
販
売
、

食
べ
て
安
心
。
美
味
し
い

ク
ッ
キ
ー
は
あ
っ
と
い
う

間
に
売
り
切
れ
。
品
物
の

提
供
と
た
く
さ
ん
の
お
買

い
上
げ
ほ
ん
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
三
日
に
は
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
報

告
会
「
平
和
の
夕
べ
」
と

銘
打
っ
て
納
涼
会
を
参
加

者
五
十
名
で
開
催
し
ま
し

た
。
プ
ロ
の
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
も
楽
し
み
な
が
ら
、

真
夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を

ビ
ー
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲

ん
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

手
を
つ
な
ご
う

銃
を

捨
て
青
い
地
球
を
守
る
た

め
に
。

ひ
ろ
ば
８３
号
ク
イ
ズ
ま
ち

が
い
探
し
の
解
答

�
左
の
木
の
花
の
数

�
右
の
木
の
花
の
数

�
右
下
の
つ
く
し
と
花
の

ち
が
い

�
居
眠
り
し
て
い
る
男
性

の
マ
ユ
の
形

�
犬
の
首
輪
の
鈴
の
形

�
お
じ
い
さ
ん
の
後
頭
部

の
髪

�
真
ん
中
の
男
子
の
帽
子

の
向
き

�
真
ん
中
の
男
子
の
洋
服

の
右
腕
の
模
様

	
乳
母
車
の
車
輪
の
形



赤
ち
ゃ
ん
の
帽
子
の
形

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。

板
橋
区

栗
原
章
蔵
さ
ん

北
区

長
田
潔
子
さ
ん

北
区

浅
比

美
栄
子
さ

んひ
ろ
ば
８４
号
ク
イ
ズ
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
回
答

は
『
か
ぜ
か
お
る
五
月
』

で
し
た
。

次
の
方
々
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

板
橋
区

高
橋
厚
子
さ
ん

板
橋
区

山
本
知
代
子
さ

ん練
馬
区

佐
藤
昭
夫
さ
ん

練
馬
区

佐
埜
明
さ
ん

北
区

大
嶋
富
貴
子
さ
ん

健健
康康
保保
険険
でで
漢漢
方方
薬薬
をを
使使
うう
にに
はは

地地
域域
のの
方方
々々
のの
要要
求求
にに
応応
ええ
るる

介介
護護
のの
事事
業業
をを
目目
指指
しし
てて

太
田

道
晴

第５回「「平平和和ををかかたたるる夕夕べべ」」
７／２８３６名参加

小川 保正

盛
況
だ
っ
た
反
核
バ
ザ
ー
７／２３

練
馬
第
一
診
療
所

健
康
友
の
会

平
和
係

篠
田
健
子

憲法九条の大切さを改めて納得

講師 森田進先生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

専
務
理
事

城
北
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会

小豆沢病院 副代表健康友の会

前列ケアマネージャー太田さん（右）、ケアマネージャー西さん（左）、
後列小松さん（右）、太田さん（左）

�

掘り出し物いっぱい

（３） 第８７号 ２００６年９月医 療 と 健 康 の ひ ろ ば
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原
水
爆
禁
止
の
運
動
を

さ
ら
に
大
き
く

志
村
さ
つ
き
苑

介
護
福
祉
士

河
村
亮

平
和
の
大
切
さ
を

考
え
さ
せ
ら
れ
た

小
豆
沢
歯
科

歯
科
衛
生
士

柏
木
良
美

原
爆
の
悲
惨
さ
を

知
っ
て

小
豆
沢
病
院

看
護
師

松
本
千
尋

二
〇
〇
六
年
世
界
大
会

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
二
十
一
ヶ
国
七

十
人
の
代
表
と
国
内
外
か

ら
七
千
三
百
人
が
参
加
。

主
催
者
の
挨
拶
で
は
、「
被

爆
者
と
連
帯
し
た
草
の
根

か
ら
の
運
動
が
自
治
体
や

各
国
政
府
を
動
か
し
て
き

た
。
核
兵
器
の
廃
絶
に
向

け
て
の
運
動
を
強
め
て
い

こ
う
」と
、
訴
え
ま
し
た
。

二
日
目
の
分
科
会
に
は

「
平
和
の
国
際
ル
ー
ル
と

日
本
国
憲
法
九
条
」
で
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後

史
跡
め
ぐ
り
を
し
、
広
島

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
の

か
、
原
水
禁
の
運
動
の
由

来
な
ど
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
て
、
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
は
、
被
爆
者

の
話
を
生
で
聴
く
こ
と
が

で
き
る
最
後
の
世
代
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

学
ん
だ
こ
と
、
聴
い
た

話
を
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動

を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に

し
て
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。

今
回
広
島
へ
の
原
水
禁

世
界
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
初
日
か
ら
驚
き
の

連
続
。出
発
前
、東
京
駅
で

の
他
区
の
団
体
の
多
さ
、

開
会
式
で
の
た
く
さ
ん
の

外
国
人
、
全
国
か
ら
参
加

し
て
い
る
人
に
驚
き
、
こ

ん
な
に
す
ご
い
大
会
な
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

分
散
会
は
、
『
軍
事
費

と
く
ら
し
』
に
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
発
言
で

は
、
年
金
の
引
き
下
げ
、

住
民
税
・
医
療
費
の
引
き

上
げ
な
ど
多
く
の
人
に
実

情
を
訴
え
よ
う
、
軍
事
費

を
少
子
化
対
策
へ
回
せ
な

い
の
か
な
ど
の
意
見
が
出

ま
し
た
。
日
本
の
軍
事
費

の
高
さ
に
驚
い
た
の
と
そ

ん
な
に
軍
事
費
は
必
要
な

の
？
と
思
い
ま
し
た
。午

後
は
、史
跡
め
ぐ
り
で
し

た
。
有
名
な
の
は
原
爆
ド

ー
ム
で
す
が
、
他
に
も
遺

跡
が
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
本
川
小

学
校
を
見
学
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。
平
和
公
園
の

中
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
碑
や
像
が
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
和
が
ど
ん
な
に
大
切

な
こ
と
か
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

軍
国
青
年
の
入
隊

父
は
板
橋
区
大
山
の
養

育
院
（
東
京
都
老
人
医
療

セ
ン
タ
ー
）
で
働
い
て
い

て
大
正
十
三
年
（
一
九
二

三
）
、
五
人
兄
弟
の
三
番

目
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。昭

和
十
九
年
（
一
九
四

四
年
）
十
二
月
、
二
十
歳

の
時
に
入
隊
。
軍
国
主
義

教
育
の
中
、
親
も
観
念
し

戦
争
に
行
く
な
と
は
口
が

裂
け
て
も
言
え
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
大
山
駅
で
国

防
婦
人
隊
（
隣
組
の
婦
人

部
）
の
見
送
り
を
受
け
な

が
ら
「
死
ん
で
帰
っ
て
き

ま
す
」と
出
兵
し
ま
し
た
。

生
き
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
る

な
ど
微
塵
も
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

通
信
兵
と
し
て

一
週
間
の
仮
入
隊
後
、

中
国
の
北
部
で
通
信
兵
と

し
て
配
属
。
通
信
は
有
線

と
無
線
が
あ
り
、
難
し
い

暗
号
と
技
術
の
修
得
が
必

要
で
、
半
年
ほ
ど
高
度
な

訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
日

中
は
軍
事
訓
練
で
、
夜
に

は
通
信
兵
と
し
て
の
特

訓
。
昼
の
訓

練
で
疲
れ
、

居
眠
り
す
る

こ
と
も
し
ば

し
ば
。
教
官

に
頬
を
殴
ら

れ
、
角
棒
で
た
た
か
れ
る

こ
と
な
ど
日
常
茶
飯
事
で

し
た
。
そ
の
頃
に
は
、
敗

戦
も
色
濃
く
な
り
、
自
爆

す
る
訓
練
を
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
野
球
の
ベ
ー
ス
形

の
布
製
の
擬
似
爆
弾
を
背

負
い
、
敵
の
戦
車
に
飛
び

込
む
と
い
う
も
の
だ
っ
た

の
で
す
。

終
戦
、

そ
し
て

捕
虜
に

昭
和
二
十

年
六
月
、
内

地（
日
本
）へ

と
い
わ
れ
、

満
州
（
現
中

国
東
北
部
）

の
�
南
（
ト

ウ
ナ
ン
）
ま

で
貨
車
に
乗

せ
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
九
日
、
ソ
連
が
侵

攻
し
た
の
で
、
南
へ
歩
き

続
け
ま
し
た
。
開
拓
団
の

女
性
や
子
ど
も
が
、
着
の

み
着
の
ま
ま
で
さ
迷
う
姿

を
多
く
見
か
け
ま
し
た
。

で
も
自
分
の
事
で
せ
い
い

っ
ぱ
い
、
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
今
で
も
残

留
孤
児
の
話
を
聞
く
度
に

胸
が
痛
み
ま
す
。
大
日
本

帝
国
は
土
地
を
や
る
、
王

道
楽
土
と
い
い
、
満
蒙
開

拓
少
年
義
勇
隊
、
そ
し
て

大
陸
の
花
嫁
と
賛
美
し
移

民
さ
せ
な
が
ら
、
棄
民
と

し
て
現
地
に
国
民
を
捨
て

た
の
で
す
。
十
日
間
ほ
ど

歩
き
、
私
た
ち
の
部
隊
も

バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
ま
し
た

が
、
「
公
主
嶺
（
コ
ウ
シ

ュ
レ
イ
）
」
で
本
隊
と
合

流
し
ま
し
た
。

八
月
十
九
日
、
武
装
解

除
に
な
り
、
そ
こ
で
よ
う

や
く
終
戦
を
知
ら
さ
れ
た

の
で
す
。

十
一
月
二
十
三
日
頃
、

黒
河
か
ら
川
幅
三
百
メ
ー

ト
ル
の
ア
ム
ー
ル
川
（
黒

竜
河
）
の
氷
の
上
を
不
安

・
焦
燥
が
入
り
混
じ
っ
た

中
、
貨
車
の
車
輪
を
は
ず

ば
う
ん
し
ゃ

し
た
『
馬
運
車
（
馬
ぞ
り

の
代
用
の
そ
り
）
』
に
食

糧
を
満
州
領
か
ら
ソ
連
領

へ
何
度
も
運
び
ま
し
た
。

南
満
州
方
面
が
貨
車
で
い

っ
ぱ
い
で
、
ソ
連
領
入
り

し
て
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
港
へ

向
い
、
東
京
ダ
モ
イ
『
帰

国
』
だ
と
ソ
連
の
兵
隊
に

言
わ
れ
貨
車
に
乗
り
ま
し

た
。
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
…
。
一
週
間
位
し
て
水

面
（
み
ず
も
）
が
見
え
『
海

が
見
え
た
！
』
と
歓
声
が

一
斉
に
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
海
だ
っ
た

ら
左
手
に
見
え
る
は
ず
、

そ
れ
が
右
側
だ
、
お
か
し

い
。
バ
イ
カ
ル
湖
の
岸
辺

を
一
日
中
走
り
、
貨
車
が

西
へ
向
っ
て
い
る
、
騙
さ

れ
た
と
気
づ
き
、
戦
友
達

の
顔
色
が
一
瞬
変
わ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
バ
イ
カ
ル

湖
西
北
の
チ
ェ
レ
ム
ホ
ー

ポ
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
捕
虜
に
な
っ
た
と

思
え
な
か
っ
た
。
一
発
の

銃
で
戦
っ
た
訳
で
も
な

い
。
初
年
兵
一
期
の
検
閲

で
、
私
は
三
発
の
引
き
金

を
引
い
た
だ
け
で
し
た
。

ま
し
て
、
ソ
連
軍
と
銃
撃

戦
で
戦
っ
た
こ
と
も
な
い

の
に
捕
虜
に
な
っ
た
と
は

思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ

ュ
レ
ム
ホ
ー
ポ
で
私
は
理

髪
師
を
や
ら
さ
れ
ま
し

た
。
酷
寒
の
地
で
、
石
炭

の
発
掘
は
重
労
働
で
、
仲

間
が
た
く
さ
ん
死
に
ま
し

た
。

（
続
く
）

二
〇
〇
六
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
広
島
）
に

健
康
文
化
会
・
ユ
ニ
オ
ン
企
画
か
ら
代
表
と
し
て
八

名
参
加
し
ま
し
た
。
四
名
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

私
は
、
今
回
初
め
て
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
会
場
が
国

内
や
海
外
か

ら
の
参
加
者

で
埋
め
尽
く

さ
れ
て
い
る

こ
と
に
驚

き
、
核
兵
器
廃
絶
の
運
動

が
世
界
に
広
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
原
爆
ド
ー
ム
や

資
料
館
を
見
学
し
、
被
爆

者
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、

原
爆
の
破
壊
力
、
放
射
能

の
目
に
見
え
な
い
恐
怖
、

生
き
地
獄
だ
っ
た
と
い
う

光
景
を
十
分
に
想
像
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
き
た
く
て
も
生
き
ら

れ
な
か
っ
た
命
。そ
し
て
、

六
十
一
年
経
っ
て
も
癒
え

る
こ
と
の
な

い
心
の
傷
、

体
の
傷
が
あ

る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
戦

争
と
原
爆
か
ら
得
ら
れ
る

も
の
は
、
苦
し
み
や
悲
し

み
で
す
。

二
度
と
広
島
や
長
崎
の

悪
夢
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
、
今
を
生
き
る
私
た
ち

の
使
命
に
広
島
や
長
崎
で

起
き
た
実
態
を
知
り
感
じ

た
こ
と
を
次
の
世
代
へ
語

り
次
い
で
い
く
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
過
去
の

過
ち
を
反
省
し
、
未
来
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
、
大
会
に
行
く
こ

と
が
決
ま
っ
て
、
何
と
な

く
事
前
学
習
を
し
て
い
た

私
。
三
日
間
広
島
を
肌
で

感
じ
、
本
当
に
行
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
。
大
会

に
参
加
し
て
、
私
の
原
爆

の
知
識
よ
り
も
更
に
具
体

的
に
原
爆
の
悲
惨
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
知
ら
な

い
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
ま
だ

あ
っ
た
。

大
会
に
は
、
世
界
か
ら

二
十
一
ヶ
国
と
日
本
全
国

か
ら
集
ま
っ
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
の
考
え
方

や
活
動
を
報
告
し
た
。
ど

の
人
も
力
強
い
演
説
で
私

も
熱
く
な
っ
た
。
そ
し
て

思
っ
た
の
は
「
皆
想
い
は

同
じ
。
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
き
ぬ
よ
う
力

を
あ
わ
せ
原
爆
を
な
く
し

平
和
に
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
も
っ
と
意

思
を
強
く
持
っ
て
平
和
を

誓
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

講
義
を
し
て
頂
き
な
が

ら
巡
っ
た
平
和
公
園
や
資

料
館
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

碑
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ

を
解
っ
て
見
る
こ
と
で
よ

り
深
く
理
解
で
き
た
。

お
知
ら
せ

「
医
療
の
は
な
し
」
は
お

休
み
に
し
ま
す
。

私
の
戦
争
体
験
�

シ
ベ
リ
ア
抑
留
そ
し
て
北
朝
鮮
へ
移
送

飢
え
と
寒
さ
の
中
で
（
前
編
）

野
口
富
久
三
さ
ん
（
板
橋
区
大
山
在
住
８２
歳
）
の
話

原原水水禁禁世世界界大大会会参参加加報報告告

今
を
生
き
る

私
た
ち
の
使
命

み
ど
り
薬
局

薬
剤
師

吉
田
順
子

史跡めぐり。板橋代表団で

辛い過去を
風化させてはいけな
いと
野口富久三さん

２００６年９月 第８７号 （２）医 療 と 健 康 の ひ ろ ば


